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度の邦訳版（山本・松井・二成，1982）10 項目，5 件法。④抑うつ尺度 SDS: Self-Rating 














（Swann, Stein-Seroussi, & Giesler, 1992）を支持しただけでなく，他の精神的健康にも影響
があることが明らかになった。
　低評価受容性については，パラノイア感と認知と情緒の板挟み状態における気分の複雑さ
に対して正の影響があり，精神的不健康な影響が見られることが示唆された。パラノイア感
67ネガティブな自己確証における測定尺度の作成と青年期の気分状態と精神的健康に及ぼす影響
との関連については，男女ともに自己関係づけに他者意識と個人志向性が関連しているが，
大学生になると，男子は他者意識に加えて自尊心が被害妄想的思考と関わりをもち，男女に
よって被害妄想的思考への関係のあり方に異なる傾向が見られるという結果を示した先行研
究（金子，2000）から，女性においては他者意識と個人志向性のみが被害妄想的思考に関係
するため，他者評価がパラノイア感に影響を及ぼすことが考えられる。認知と情緒の板挟み
状態における気分の複雑さとの関連については，女性は男性よりも自己卑下的な自己提示を
するという研究結果から（橋本・山岸，2008），日常的に自己卑下的な自己提示をする傾向
がある女性は，褒められると自己概念を揺るがされ，抵抗感が生じられることが考えられる。
　欠点認知欲求については，精神的健康と気分状態に関係が見られない結果となった。これ
は，自身の欠点を提示することで周囲の厚意を引き出してその場の環境に適応するため，自
身の欠点を他者に知られることは個人の気分と精神的健康にネガティブな影響を及ぼさない
可能性がある。ネガティブな自己確証の第 3 因子に関しては，ネガティブな自己確証におけ
る認知的欲求面において，今後さらなる検討が必要だと思われる。
今後の展望
　今回の研究で作成された尺度とモデルは，対人関係による精神的不適応を改善するサポー
トを考える際に参考になるのではないかと予想される。また，本研究で，ネガティブな自己
確証傾向にある者は過剰に褒められても素直に受け入れられず，気分の複雑さが生じること
が示唆されたことから，ネガティブな自己概念を持つ者を対象に，安心できる環境のもとで
相手の自己観に対して適切なフィードバックを与えるなど，丁寧な関わりに関する検討が進
められると思われる。さらに，ネガティブな自己確証を好むことは時に抑うつ的になるが，
気分の高揚を避けることが適応的な生き方の一つとしてあるかもしれない，と筆者は考える
ようになった。抑うつは多く人々を悩ませる問題とされているが，その予防・軽減は生き方
や価値観の問題も含めて多面的に検討する必要があると考えられる。
 字数制限により引用文献は省略。
Figure2　各種適応指標を基準にしたモデル②（女性 n=102）
Figure1　各種適応指標を基準にしたモデル①（男性 n=51）
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